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Q

再
任
用
の
公
民
館
長（
部
長
級
の
職

員
が
退
職
後
に
再
雇
用
）は
現
在
７
人
い

る
が
、
今
年
の
４
月
に
再
任
用
で
館
長
に

な
っ
た
職
員
は
０
人（
昨
年
５
人
）で
あ
る
。

地
域
で
重
要
な
役
割
を
担
う
公
民
館
長
人

事
が
、
年
度
に
よ
っ
て
極
端
に
違
う
の
は

問
題
だ
。
ま
た
１
年
で
異
動
に
な
る
部
長

も
、
最
近
よ
く
見
ら
れ
る
。
場
当
た
り
的

な
人
事
で
は
な
く
、
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
人
事
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

長
期
的
視
野
に
立
っ
て
行
っ
て
お
り
、

適
材
適
所
で
判
断
し
た
結
果
で
あ
る
。

●
観
光
客
の
市
内
回
遊
を
指
定
管
理

者
に
任
せ
て
大
丈
夫
か

Q

深
谷
テ
ラ
ス
の
指
定
管
理
者
、
深
谷

テ
ラ
ス
パ
ー
ク
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

６
月
以
降
ど
の
よ
う
な
事
業
の
展
開
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

A

４
施
設
連
携
会
議
を
４
月
か
ら
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
連
携
の

方
策
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
ま
ず
は

土
台
作
り
を
行
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

Q

産
経
新
聞
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
、「
深

谷
テ
ラ
ス
パ
ー
ク
の
エ
リ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
○
○
さ
ん
は
、
近
隣
市
町
村
を
巡
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
き
た
い
と
話
し
て
い

る
。」と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
深
谷

市
が
報
酬
を
払
う
エ
リ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
が
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
客
に
市
内
回
遊
を

促
す
自
主
事
業
を
示
せ
な
い
段
階
で
、
近

隣
市
町
村
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
口
に
す
る

の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。

A

発
言
の
一
部
を
切
り
取
ら
れ
た
結
果
、

掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
り
、
地
元
地
域
の

回
遊
性
の
向
上
を
第
一
に
考
え
て
い
る
と

確
認
が
取
れ
て
い
る
。

適
材
適
所
で
判
断
し
た
結
果
で
あ
る

再
任
用
の
公
民
館
長
が
今
年
は
ゼ
ロ
だ
が

Q

２
０
５
０
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

実
質
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
加
速

化
す
る
た
め
、
脱
炭
素
先
行
地
域
を
選
定

し
て
い
る
が
、
ま
ず
26
件
が
採
択
さ
れ
、

25
年
度
ま
で
に
年
２
回
先
行
地
域
募
集
を

行
う
予
定
で
あ
る
。「
地
域
脱
炭
素
移
行
・

再
エ
ネ
推
進
交
付
金
」を
優
先
的
に
配
分

し
後
押
し
を
す
る
施
策
で
あ
り
、
積
極
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
で
あ
る
。

A

本
市
で
は
令
和
３
年
に
県
内
４
例
目

と
な
る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
」

宣
言
を
行
い
、
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指

し
深
谷
市
環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
。
宣
言
実
現
の
た
め
に
は
重
要

な
事
業
と
捉
え
て
お
り
、
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
強
化
に
つ

い
て

Q

政
府
は
本
年
度
か
ら
３
年
間
を
集
中

取
組
期
間
と
定
め
本
格
的
に
推
進
す
る
。

市
で
は
実
態
調
査
を
行
い
対
策
を
協
議
・

検
討
し
て
い
る
が
、
相
談
・
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

A

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
取
組
と
し
て
関
係

機
関
・
部
署
と
協
議
を
適
宜
行
い
、
協
力

体
制
を
整
え
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
ま
ず

は
学
校
が
実
態
把
握
を
行
い
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
に
繋
げ
、
必

要
な
支
援
策
を
具
体
的
に
講
じ
る
福
祉
部

門
に
て
支
援
を
す
る
。
現
在
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
支
援
も
含
め
て
、
複
合
的
な
問
題

を
抱
え
る
方
の
受
け
皿
と
な
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
型
の「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」設
置
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
協
議
を
進
め

認
知
度
向
上
へ
の
啓
発
に
取
り
組
み
、
効

果
的
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

重
要
な
事
業
と
捉
え
て
お
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

脱
炭
素
先
行
地
域
指
定
へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

Q

タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
在
来
種

は
捕
獲
後
、
放
獣
と
の
こ
と
だ
が
、
被
害

状
況
が
酷
い
場
合
は
猟
友
会
へ
委
託
し
処

分
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

A

タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
日
本
古
来

の
在
来
種
で
、
動
物
保
護
の
観
点
か
ら
捕

獲
後
、
放
獣
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

農
業
被
害
の
状
況
が
あ
ま
り
に
も
酷
い
場

合
は
駆
除
の
た
め
、
猟
友
会
へ
の
委
託
は

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

実
際
の
被
害
場
所
や
被
害
状
況
を
知
ら
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
対
応
し
て
い
く
。

●
男
性
ト
イ
レ
個
室
へ
の
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い
て

Q

現
在
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A

公
共
施
設
の
主
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト

イ
レ
65
カ
所
は
既
に
設
置
済
み
で
あ
る
こ

と
や
利
用
者
数
、
地
域
性
な
ど
考
慮
し
、

今
回
は
庁
舎
、
及
び
公
民
館
16
施
設
の
１

階
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
42
カ
所
へ
設
置
し

た
。
既
設
置
施
設
と
合
わ
せ
る
と
、
現
在
、

57
施
設
、
１
０
７
カ
所
の
設
置
と
な
る
。

●
市
内
小
中
学
校
の
給
食
に
つ
い
て

Q

千
葉
県
い
す
み
市
等
が
ご
飯
を
全
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
に
転
換
し
、
費
用
負
担

は
市
が
行
っ
て
い
る
。
米
に
限
ら
ず
本
市

も
同
様
の
取
組
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

A

現
在
、
市
内
及
び
県
内
に
お
い
て
は
、

学
校
給
食
に
必
要
な
量
の
有
機
米
及
び
野

菜
を
確
保
出
来
る
見
込
み
は
な
く
、
有
機

米
の
価
格
は
通
常
米
と
比
較
し
て
、
約
２

倍
の
価
格
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
難
し
い

と
判
断
し
て
い
る
が
、
今
後
、
他
の
自
治

体
の
事
例
を
踏
ま
え
調
査
研
究
し
て
い
く
。

国
庫
補
助
事
業
の
活
用
を
含
め
、
研
究
し
て
い
く

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
鳥
獣
害
対
策
を
行
う
考
え
は
あ
る
か

Q

仙
元
山
公
園
陸
上
競
技
場
を
改
修
し

た
場
合
、
ど
の
程
度
の
費
用
に
な
る
の
か
。

A

全
天
候
型
陸
上
競
技
場
を
所
有
し
て

い
る
東
松
山
市
へ
確
認
し
、
東
松
山
市
の

建
設
費
を
基
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
解
体

費
や
設
計
費
等
を
含
め
て
10
億
円
近
い
予

算
が
必
要
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。

Q

市
の
財
政
負
担
軽
減
を
図
る
方
法
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
。

A

そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
制
度
を
並
行
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
国
土
交

通
省
の
交
付
金
で
は
２
分
の
１
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
金
で
は
３
分
の
２
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
制
度
の
予

算
状
況
に
よ
り
、
補
助
割
合
以
内
で
の
補

助
と
な
る
。
利
用
可
能
な
補
助
制
度
に
つ

い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

●
高
齢
者
・
一
人
暮
ら
し
の
方
の
防

災
対
策
に
つ
い
て

Q

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
た
防

災
ラ
ジ
オ
を
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
方

へ
貸
与
す
る
考
え
は
。

A

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
受
信
で

き
な
い
地
域
が
あ
る
な
ど
、
大
き
な
課
題

も
あ
る
が
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
効
果
な

ど
研
究
を
行
う
。

Q

災
害
時
に
、
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
・
メ
デ
ィ
ア
に
市
の
サ
テ
ラ
イ
ト
機
能

を
設
置
す
る
考
え
は
。

A

現
時
点
で
は
設
置
す
る
考
え
は
な
い

が
、
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
も
、
災

害
時
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

協
議
、
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

大
規
模
改
修
に
向
け
て
ス
ポ
ー
ツ
主
管
課
と
も
協
議
を
進
め
る

仙
元
山
公
園
陸
上
競
技
場
の
改
修
の
考
え
は

福
ふく

島
しま

秀
ひで

樹
き

角
つの

田
だ

義
よし

徳
のり

三
み

田
た

部
べ

恒
つね

明
あき

村
ミ ル ク

川 徳
お や じ
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